
補助事業番号 22 1-040 

補助事業名  平成 22 年度青少年のスポーツ大会の開催補助事業 

補助事業者名 財団法人 全日本大学野球連盟 

 

1.補助事業の概要 

(1)事業の目的 

財団法人全日本大学野球連盟は FISU(=Federation Internationale du Sport 

Universitaire、国際大学スポーツ連盟)が、2年に１度開催する「世界大学野球選手

権」を日本で誘致し、大会運営全般を行った。 

同大会の実施によって、各国選手の心身を育成し、試合を通じて国際交流を促進す

るとともに、「野球の日本」を広く世界に広め、日本の野球界ならびにスポーツ界の

イメージアップを図ることをもって公益の増進に寄与する。 

(2)実施内容 

各国の大学代表による、野球の国際大会を日本で初めて開催した。 

カナダ、中国、韓国、キューバ、アメリカ、スリランカ、チャイニーズタイペイ、

日本の 8カ国が参加した。大会結果は下記の通り。 

（ホーム － ビジター） （ホーム － ビジター）

7月30日 チャイニーズ

金 タイペイ

18:00 2 日本 ４対０ 韓国

7月31日

土

18:00 5 中国 ０対１５ 日本

8月1日

日

チャイニーズ

タイペイ

8月2日 チャイニーズ

月 タイペイ

18:00 11 カナダ １対８ アメリカ

8月3日

火

アメリカ １１対０ 中国 カナダ ４対７ 韓国

8月4日

水 キューバ １４対０ スリランカ

チャイニーズ

タイペイ

8月5日

木 キューバ １１対１ 韓国

チャイニーズ

タイペイ

8月6日

金

チャイニーズ

タイペイ

8月7日

土 日本 ９対０ 韓国

キューバ ４対３ アメリカ

日程 時間 No.
試合カード

会場 時間 No.
試合カード

会場

12:00 1 ２対３ カナダ
14:00 3 アメリカ １５対０ スリランカ

12:00 4 韓国 ０対１８ キューバ
14:00 6 カナダ １８対０ スリランカ

12:00 7 日本 ７対１２ キューバ

14:00

８対７

9 韓国 １３対４ 中国

18:00 8 アメリカ

12:00 10 スリランカ ０対１６ 横浜スタジ
アム

14:00 12 キューバ １５対０ 中国

14:00 14
準々決勝(2)

12:00 13
準々決勝(1)

12:00 15
準々決勝(3)

中国 ３対１７ カナダ
日本 １３対０

横浜スタジ
アム

14:00 17

順位決定予戦(1)

18:00 16

準々決勝(4)

14:00 20

12:00 18
準決勝

順位決定予戦(2)

18:00 19

準決勝

アメリカ ４対２ 日本 ２１対０

横浜スタジ
アム

スリランカ

12:00 21

5～6位決定戦

14:00 22

7～8位決定戦

18:00

１４対１５ カナダ

12:00 23
3位決定戦

24
決勝戦

内海・島岡ボー
ルパーク

内海・島岡ボー
ルパーク

スリランカ

予備日

中国 １０対０

明治神宮野
球場

明治神宮野
球場

明治神宮野
球場

明治神宮野
球場

明治神宮野
球場

横浜スタジ
アム

KAITスタジアム

内海・島岡ボー
ルパーク

内海・島岡ボー
ルパーク

内海・島岡ボー
ルパーク

KAITスタジアム

KAITスタジアム

KAITスタジアム

 

 1 



 2 

<順位(1 位から順に）> 

1 キューバ、2アメリカ、3日本、4韓国、5カナダ、6チャイニーズタイペイ、 

7 中国、8スリランカ 

<総観客数> 

41,450 人(全ての試合の延べ人数) 

 

日本は残念ながら 1 位にはなれなかったものの、延べ 4 万人超の集客があった。

また、日本代表チームに、早稲田大学の斎藤佑樹投手（当時）をはじめ、注目選手

が揃っていたことや、キューバ、アメリカといった強豪国の参加もあり、多くのメ

ディアに取り上げられた。また、競技やロジスティクなどを含めた大会運営全体に

対して、国際大学スポーツ連盟（FISU）から非常に高い評価を受けた。 

 

2.予想される事業実施効果 

大学野球ならびに大学スポーツに益々の注目が集まることで、大学スポーツ界の

イメージアップに繋がるほか、日本の若い選手たちがキューバやアメリカなどの世

界レベルのプレーを経験することで、将来の日本野球のレベル向上が期待できる。

また、選手を含め、学生スタッフなどの若い世代が、大会期間を通じて世界の様々

な国や地域の人々と交流する機会を持てたことは、野球に限らない他の分野での国

際交流促進にも繋がる。 

 

２．本事業によって作成した印刷物 

ポスター（計 4220 枚）、チラシ（計 53000 枚）、大会プログラム（計 8500 部） 

 

３．事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名：財団法人全日本大学野球連盟 

住   所：〒150-0002 東京都渋谷区渋谷 2-22-8 

代表者名：会長 大橋 英五（オオハシ ヒデイツ） 

担当者名：岩田 政利（イワタ マサトシ） 

電話番号：03-5159-5889 

F  A  X ：03-5159-5876 

E:-:mail：iwms9208@yomiuri.com 

U  R  L ：http://wubc2010.jp/jp/ 
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